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１．寄附講座の概要

１） 部局名

大学院医学系研究科

２） 寄附講座の名称

難聴地域医療学

３） 寄附者

マキチエ株式会社

４） 寄附者の概要

設立年月日

昭和 年 月 日

資本金

万円

売上高

億 万円 令和 年度

従業員数

人 令和 年 月 日現在

事業内容

補聴器の設計、製造、卸販売及び小売販売

５） 寄附金額

総 額 円

６） 寄附の時期及び期間

時 期 令和 年 月、令和 年 月 各 千円

期 間 令和 年 月 日～令和 年 月 日
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７） 寄附金の使途

年 度

事 項

令和 年 月

～ 年 月

千円

令和 年 月

～ 年 月

千円

備 考

人 件 費

助 教 名

技術補佐員 名

千円 千円

研 究 費

備品費

消耗品費

研究スペース経費

光熱水道費

旅 費

研究科長裁量経費 寄附金額の ％

総長裁量経費 寄附金額の ％

合 計

８）寄附方法

分割（各年）

９）担当教員及び職名

香取 幸夫 教授 兼任

角田 梨紗子 助教

佐藤 剛史 助教 兼任
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１０）寄附講座の教育研究領域の概要

（１）設置の理由

超高齢社会において難聴は高齢者の認知症発症のリスクに関与するとともに、

とくに少人数世帯や独居者において社会生活を制限することが指摘されている。

しかし、本邦では補聴器等による治療がとくに郡市地域では充実しておらず、ま

た治療効果がＱＯＬ向上に寄与する科学的検証も十分になされていない。東北

地域の難聴治療の普及と、高齢者の生活・精神活動に及ぼす治療効果の検証を行

うために、本講座の設置が必要である。

（２）教育の内容

宮城県保健福祉部の協力のもと、郡市地域において年間 回の市民公開講座

を行い、聴こえのしくみ、難聴が高齢者の健康に及ぼす影響、難聴の治療、に関

する講習を実施する。対象は郡市地域の一般中高年～高齢者と地域の看護師、保

健師、介護士である。難聴治療の必要性を啓発し、難聴者の医療機関への受診を

促す。

（３）研究の内容

連携する医療機関（基幹病院、診療所）において補聴器を用いた治療前後の高

齢者の生活実態ならびに認知機能に関するデータを取得し、補聴による難聴治

療の受容性と有効性ならびに生活におよぼす効果について前向き観察研究で検

証する。

（４）診療の内容

地域の医療機関（基幹病院、診療所）に赴き、難聴診療に参加するとともに、

現地の医師および言語聴覚士に指導を行う。

（５）期待される成果

地域における難聴医療の促進とそれによる高齢者のＱＯＬ向上が期待される

とともに、難聴治療（補聴器）のおよぼす効果の科学的検証、さらに効果の限界

や治療の受容が難しいケースの問題点を新しい治療戦略の課題としてフィード

バックすることが期待される。
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（６）寄附講座の対象とする学問分野の説明図

（７）講座の名称

難聴地域医療学寄附講座

１１）現有組織の構成状況及びそれらに照らした寄附受け入れの必要性

耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野では難聴の病態や予防に関する研究を継続し、現

在までの成果に国際的な評価を得てきた。また、東北大学病院の診療科として、

難聴の検査、補聴器の調整、人工聴覚器の手術と調整など、難聴者に対する高度

な医療を提供するとともに、地域に多くの専門医を輩出・派遣している。しかし

ながら、本邦において地域への難聴治療（補聴器）の普及、難聴治療による高齢

者の生活改善といった難聴の地域医療は充足しておらず、とくに郡市部では欧

米に比べて難聴治療の啓発と実施が遅れている情勢にある。超高齢社会におい

て、中高年発症の難聴が認知症の大きな要因であることが指摘されており、地域

での難聴治療の啓発とその効果の検証は喫緊の課題となっている。

以上を鑑み、寄附を受け入れた専門部門による難聴地域医療活動と研究を必要

とする。
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２．活動内容及び成果

教育について

１）市町村及び地域包括支援センター職員等支援者向け研修会の実施

地域において高齢者を対象に聴こえのしくみ、難聴が認知症など健康に及ぼ

す影響、難聴の治療に関する市民公開講座を実施する準備として、市町村の福祉

医療担当職員ならびに地域包括支援センターの職員等の支援者を対象に難聴と

その治療に関する研修会を計 回にわたり実施した。

香取幸夫教授と角田梨紗子助教（第 回）が講義と質疑応答を担当し、合計約

名の福祉・介護の支援者に難聴治療の重要性を啓発した。このうち第 回～

第 回の講習は宮城県長寿社会政策課地域包括ケア推進班ならびに、仙台市健

康福祉局保険高齢部高齢企画課在宅支援係の協力のもと、東北大学大学院医学

系研究科より 配信（ライブ）で実施した。

（ ） 第 回：高齢者の「難聴」及び「誤嚥性肺炎」の正しい理解と対応に関

する普及啓発モデル事業・市町村及び地域包括支援センター職員等支

援者向け研修会を、令和 年 月 日の本講座開講の直前に実施。

（ ） 第 回・第 回：同・市町村及び地域包括支援センター職員等支援者向

け研修会を、令和 年 月 日・ 月 日に実施した。講義内容を資

料１に示す。

（ ） 第 回：令和 年 月 日に、仙台シルバーセンターで開催した。

（ ） 第 回：令和 年 月 日に、登米市南方役場で実施した。

２）高齢者ならびに支援者を対象として市民公開講座（出前講座）の実施

地域の高齢者に、聴こえのしくみと生活における重要性、難聴と認知症との関

係、難聴治療における補聴器の適切な装用と調節の必要性、等を啓発し、難聴者

が診療を受ける契機とするため、令和 年 月～令和 年 月の間に、計 回

（聴講者のべ 名）の市民公開講座を実施した。

郡市地域を含めて現地開催を基本とし、講演中に音の聴き取りや聴こえチャ

ックに質問を行うなど、参加型の講習に心がけた。一回あたりの高齢者の参加者

は数名～ 名程度、と大きく差があったが、 名未満の小規模開催の折には
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講義直後に、聴力検査機器等（気道聴力検査装置、耳音響放射検査装置、鼓膜診

察用耳鏡）を用いて、聴力検査等の体験を行った。

計 回の市民公開講座（出前講座）の講義は本講座に所属する香香取取幸幸夫夫教授

（ 回）、角角田田梨梨紗紗子子助教（ 回）、東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科のその他の医

師（ 回）が実施し、聴力測定や講義の支援を佐佐藤藤剛剛史史助教（言語聴覚士）が実

施した。

市民公開講座（出前講座）の開催地、開催日、参加者数は教育・研究業績の項

に記す。講義内容を資料 ，講義風景を資料 ，聴講者（高齢者）のアンケート

結果を資料 に示す。

％以上の聴講者から講義内容が理解し易く、必要に応じて難聴の診療を受

けたいとの回答を得た。本寄附講座設置の主たる目的である、高齢者に難聴の気

づきと治療を啓発し補聴器による治療の促進することに対して、有効な教育活

動を進めることが出来た。

３）補聴器フォーラムならびに耳鼻咽喉科月間（耳の日）講演会の開催

難聴を自覚した高齢者の診療を充実させることを目的に、地域（東北地方）の

耳鼻咽喉科医ならびに補聴器診療に携わる認定補聴器技能者、言語聴覚士が互

いに講師となる講習会と、市民公開講座、難聴医療相談、補聴器体験、を同一会

場で行う「補聴器フォーラム」と「耳の日講演会」（ 回）を開催した。それぞ

れ 名前後の参加者（医療者、市民）を得て、地域における難聴治療（補聴器

の適正普及）に資する研修会となった。

（ ） 第 回東北補聴器フォーラム 令和 年 月 日

（ ） 令和 年度耳鼻咽喉科月間（耳の日）講演会 令和 年 月 日

（ ） 令和 年度耳鼻咽喉科月間（耳の日）講演会 令和 年 月 日

これらの市民・治療者に対する複合的な教育イベントでは、香取幸夫教授が企

画を担当し、角田梨紗子助教、佐藤剛史助教ならびに東北大学、東北医科薬科大

学の耳鼻咽喉科医師、宮城県内の病院・診療所の耳鼻咽喉科医師が講義ならびに

医療相談を担当した。

４）東北大学 「 」に出展した難聴の啓発活動。
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令和 年 月 日、 日にイオンモール利府展示スペース、ならびに令和

年 月 日に宮城県庁広場で行われた「 」に出展し、高齢

者を含む市民を対象に難聴に関するビデオ教材の放映、聴力検査、鼓膜所見の観

察と解説を実施した。

５）医師を対象とした教育活動

本講座で実施している地域での難聴治療の啓発活動を全国的に展開すること

を目的に、（一社）日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会（以下、日耳鼻）の補聴器適

正普及に向けた懇談会（令和 年 月 日）ならびに第 回秋季大会（令和

年 月 日）において、それぞれ耳鼻咽喉科医師 名、 名を対象に地域

における補聴器医療の現状、および難聴の啓発活動の実施と効果に関して講演

を実施した。（資料５）

また補聴医療に携わる耳鼻咽喉科ならびに言語聴覚士の難聴治療に関する知

識を深めることを目的に、令和 年 月 日に「難聴に関する講演会」を仙台

市内で開催した。

研究について

１）補聴による高齢者の生活機能維持に関する検討

地域での市民公開講座（出前講座）において、日常生活ならびに聴こえの不自

由さの有無に関するアンケート調査を実施した。結果を資料２に示す。難聴が疑

われる高齢者に対して近隣の耳鼻咽喉科への受診勧奨を行った。

講座を実施した地域の支援者（包括ケアセンター担当者）を対象に、その後の

受診状態等について調査を予定している。

２）認知度の低下を伴う高齢者の聴力評価方法の開発

本講座の活動を通して、認知度の低い高齢者の聴力評価が難しいことを体験

した。高齢者が聴こえていない様子を示された際に、難聴で反応できないのか、

それども認知度が低下していて反応できないのかを鑑別することは重要である。

本講座の香取教授と佐藤助教は、認知度の低下している高齢者の聴力を適切に

評価するために、乳幼児聴力検査（条件詮索聴力検査、遊戯聴力検査）を応用し

た検査法の開発に取り組んでいる。

8 
 

講義直後に、聴力検査機器等（気道聴力検査装置、耳音響放射検査装置、鼓膜診

察用耳鏡）を用いて、聴力検査等の体験を行った。

計 回の市民公開講座（出前講座）の講義は本講座に所属する香香取取幸幸夫夫教授

（ 回）、角角田田梨梨紗紗子子助教（ 回）、東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科のその他の医

師（ 回）が実施し、聴力測定や講義の支援を佐佐藤藤剛剛史史助教（言語聴覚士）が実

施した。

市民公開講座（出前講座）の開催地、開催日、参加者数は教育・研究業績の項

に記す。講義内容を資料 ，講義風景を資料 ，聴講者（高齢者）のアンケート

結果を資料 に示す。

％以上の聴講者から講義内容が理解し易く、必要に応じて難聴の診療を受

けたいとの回答を得た。本寄附講座設置の主たる目的である、高齢者に難聴の気

づきと治療を啓発し補聴器による治療の促進することに対して、有効な教育活

動を進めることが出来た。

３）補聴器フォーラムならびに耳鼻咽喉科月間（耳の日）講演会の開催

難聴を自覚した高齢者の診療を充実させることを目的に、地域（東北地方）の

耳鼻咽喉科医ならびに補聴器診療に携わる認定補聴器技能者、言語聴覚士が互

いに講師となる講習会と、市民公開講座、難聴医療相談、補聴器体験、を同一会

場で行う「補聴器フォーラム」と「耳の日講演会」（ 回）を開催した。それぞ

れ 名前後の参加者（医療者、市民）を得て、地域における難聴治療（補聴器

の適正普及）に資する研修会となった。

（ ） 第 回東北補聴器フォーラム 令和 年 月 日

（ ） 令和 年度耳鼻咽喉科月間（耳の日）講演会 令和 年 月 日

（ ） 令和 年度耳鼻咽喉科月間（耳の日）講演会 令和 年 月 日

これらの市民・治療者に対する複合的な教育イベントでは、香取幸夫教授が企

画を担当し、角田梨紗子助教、佐藤剛史助教ならびに東北大学、東北医科薬科大

学の耳鼻咽喉科医師、宮城県内の病院・診療所の耳鼻咽喉科医師が講義ならびに

医療相談を担当した。

４）東北大学 「 」に出展した難聴の啓発活動。
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３）治療者・支援者が加齢性難聴の症状を理解する装置の開発

本講座の活動を介して、高齢者のケアを担当する介護職や治療職の方々、さら

にそれらの職業を目指す学生等が、高齢者の聴こえの状態やコミュニケーショ

ンの困難性を理解することの重要性が想起された。本講座の佐藤助教は、両耳に

装着して高齢者の様々な程度に純音聴取を減衰する、さらには語音弁別を低下

したシミュレーションを可能とする機器の開発にとりかかっている。

診療について

本講座の角田梨紗子助教は東北大学病院において難聴の専門外来に加わり、

高齢者の難聴の評価と適切な補聴器装用による治療を行っている。

香取幸夫教授は月２回程度、仙塩利府病院に出向して難聴を伴う高齢者の治

療と診療スタッフへの教育支援を実施している。

佐藤剛史助教（言語聴覚士）は気仙沼市立病院、磐城市立総合病院にそれぞれ

月１回、また宮城県内の基幹病院に不定期に出向し、難聴者に適切な補聴器の普

及がなさえるように指導を行うとともに、地域の言語聴覚士に補聴器適合に関

する教育を実施している。
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３．取得研究費

本寄附講座の寄附収入に加えて、地域における難聴の状況を調査・解析する目

的に、以下の研究費を取得して関連する研究を進めている。

【日本学術振興会科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金（海外連携研究）】

課題番号

課題名 加齢性難聴ならびに音響性聴覚障害の予防から導く、加齢と認

知症に対する日米共同対策

期間 令和 年度～令和 年度

配分額 円

研究代表者 香取幸夫

リンク情報 https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-23KK0156
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３）治療者・支援者が加齢性難聴の症状を理解する装置の開発

本講座の活動を介して、高齢者のケアを担当する介護職や治療職の方々、さら

にそれらの職業を目指す学生等が、高齢者の聴こえの状態やコミュニケーショ

ンの困難性を理解することの重要性が想起された。本講座の佐藤助教は、両耳に

装着して高齢者の様々な程度に純音聴取を減衰する、さらには語音弁別を低下

したシミュレーションを可能とする機器の開発にとりかかっている。

診療について

本講座の角田梨紗子助教は東北大学病院において難聴の専門外来に加わり、

高齢者の難聴の評価と適切な補聴器装用による治療を行っている。

香取幸夫教授は月２回程度、仙塩利府病院に出向して難聴を伴う高齢者の治

療と診療スタッフへの教育支援を実施している。

佐藤剛史助教（言語聴覚士）は気仙沼市立病院、磐城市立総合病院にそれぞれ

月１回、また宮城県内の基幹病院に不定期に出向し、難聴者に適切な補聴器の普

及がなさえるように指導を行うとともに、地域の言語聴覚士に補聴器適合に関

する教育を実施している。
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４．教育・研究実績

【講演】

各項目では、実施日、講演会名称、タイトル、（講師）、会場、参加者数を順に記す。

Ⅰ．市町村職員ならびに支援者（包括ケアセンター）・介護者向けの研修会

（計 回、参加者 名）

令和 年 月 日 市町村及び地域包括支援センター職員等支援者向け研修

（令和 年度。高齢者の難聴及び誤嚥性肺炎の正しい理解と対応に関する普及啓発

モデル事業；宮城県保健福祉部長寿社会政策課と共催）

高齢者の「難聴」および「誤嚥性肺炎」への対応：いつまでも健やかに、聴いて、

食べるために支援 （香香取取幸幸夫夫）

東北大学病院から宮城県内市町村への 配信 名

令和 年 月 日 市町村及び地域包括支援センター職員等支援者向け研修会

（令和 年度。高齢者の難聴及び誤嚥性肺炎の正しい理解と対応に関する普及啓発

モデル事業；宮城県保健福祉部長寿社会政策課ならびに仙台市健康福祉局高齢企画

課と共催）

高齢者の「難聴」および「誤嚥性肺炎」への対応：いつまでも健やかに、聴いて、

食べるために支援 （香香取取幸幸夫夫）

仙台市および宮城県内の 配信 名

令和 年 月 日 と同様の講習を実施

仙台市および宮城県内の 配信 名

令和 年 月 日 仙台市シルバーセンター 福祉・介護担当者講習会（仙台

健康福祉局高齢企画課と共催）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子、久岡巧麻）

仙台市シルバーセンター研修室 名

令和 年 月 日 登米市包括支援センター 介護支援者向け講習会

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（香香取取幸幸夫夫）

登米市南方庁舎大会議室 名
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Ⅱ．地域における市民講座、講話

（計 回、参加者 名）

令和 年 月 日 東松島市（第１回） 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

東松島市災害者サポートセンターより市内各地域に 配信 名

令和 年 月 日 大崎市田尻地区 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香取幸夫、佐藤剛史）

大崎市田尻スキップセンター 名

令和 年 月 日 名取市北目地区 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

北目区生活センター 名

令和 年 月 日 名取市愛の杜地区 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を（香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市愛の杜集会所 名

令和 年 月 日 蔵王町（第１回） 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

蔵王あがらいんカフェ（蔵王町役場内） 名

令和 年 月 日 名取市せきの原地区 包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫）

名取市杜せきのした西集会所 名

令和 年 月 日 東松島市（第２回） 地域包括ケア市民講座

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

東松島市大曲市民センターより市内各地域に 配信 名
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４．教育・研究実績

【講演】

各項目では、実施日、講演会名称、タイトル、（講師）、会場、参加者数を順に記す。

Ⅰ．市町村職員ならびに支援者（包括ケアセンター）・介護者向けの研修会

（計 回、参加者 名）

令和 年 月 日 市町村及び地域包括支援センター職員等支援者向け研修

（令和 年度。高齢者の難聴及び誤嚥性肺炎の正しい理解と対応に関する普及啓発

モデル事業；宮城県保健福祉部長寿社会政策課と共催）

高齢者の「難聴」および「誤嚥性肺炎」への対応：いつまでも健やかに、聴いて、

食べるために支援 （香香取取幸幸夫夫）

東北大学病院から宮城県内市町村への 配信 名

令和 年 月 日 市町村及び地域包括支援センター職員等支援者向け研修会

（令和 年度。高齢者の難聴及び誤嚥性肺炎の正しい理解と対応に関する普及啓発

モデル事業；宮城県保健福祉部長寿社会政策課ならびに仙台市健康福祉局高齢企画

課と共催）

高齢者の「難聴」および「誤嚥性肺炎」への対応：いつまでも健やかに、聴いて、

食べるために支援 （香香取取幸幸夫夫）

仙台市および宮城県内の 配信 名

令和 年 月 日 と同様の講習を実施

仙台市および宮城県内の 配信 名

令和 年 月 日 仙台市シルバーセンター 福祉・介護担当者講習会（仙台

健康福祉局高齢企画課と共催）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子、久岡巧麻）

仙台市シルバーセンター研修室 名

令和 年 月 日 登米市包括支援センター 介護支援者向け講習会

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（香香取取幸幸夫夫）

登米市南方庁舎大会議室 名
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令和 年 月 日 名取市北目原地区 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市北目原集会所 名

令和 年 月 日 名取市諏訪地区 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市増田西公民館 名

令和 年 月 日 村田町 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

村田町公民館 名

令和 年 月 日 蔵王町（第２回） 介護予防サポーター研修会

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

蔵王町地域福祉センター（蔵王町役場内） 名

令和 年 月 日 名取市那智が丘 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市那智が丘二丁目集会所 名

令和 年 月 日 栗原市一迫花山地区 地域包括ケア市民講座

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

栗原市一迫ふれあいホール 名

令和 年 月 日 美里町 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

美里町コミュニティセンター 名

令和 年 月 日 名取市愛島塩手地区 地域包括ケア（出前講話）
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「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫）

名取市塩手集会所 名

令和 年 月 日 石巻市 地域包括ケア市民講座

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

石巻市総合福祉会館みなと荘 名

令和 年 月 日 蔵王町（第３回） 介護予防サポーター研修会

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

蔵王町地域福祉センター（蔵王町役場内） 名

令和 年 月 日 岩沼市 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

岩沼西コミュニティセンター 名

令和 年 月 日 年耳鼻咽喉科月間 市民公開講座

加齢と難聴～よい聞こえで、健康長寿！～ （本藏陽平）

仙台国際センター 名

令和 年 月 日 補聴器フォーラム東北 市民公開講座

きこえを良くして楽しい生活を～難聴チェックと補聴器の正しい使用法～

（本藏陽平）

東北医科薬科大学福室キャンパス 名

令和 年 月 日 南光台 仙台市南光台地域包括ケア（出前講話）

きこえを良くして楽しい生活を～難聴をチェックして正しく補聴しましょう～

（香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

仙台市南光台東 丁目集会所 名

令和 年 月 日 白石市 地域包括支援センター 市民公開講座

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）
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令和 年 月 日 名取市北目原地区 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市北目原集会所 名

令和 年 月 日 名取市諏訪地区 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市増田西公民館 名

令和 年 月 日 村田町 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

村田町公民館 名

令和 年 月 日 蔵王町（第２回） 介護予防サポーター研修会

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

蔵王町地域福祉センター（蔵王町役場内） 名

令和 年 月 日 名取市那智が丘 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市那智が丘二丁目集会所 名

令和 年 月 日 栗原市一迫花山地区 地域包括ケア市民講座

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

栗原市一迫ふれあいホール 名

令和 年 月 日 美里町 地域包括ケア市民講座（出前講話）

「きこえ」をよくして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

美里町コミュニティセンター 名

令和 年 月 日 名取市愛島塩手地区 地域包括ケア（出前講話）
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白石市役所大会議室 名

令和 年 月 日 仙台市五橋地域包括ケア（出前講話）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（高井俊輔、佐佐藤藤剛剛史史）

仙台市青葉区 本町スクエア 名

令和 年 月 日 仙台市ふれあいデイホーム事業（出前講話）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

南光台市民センター 階研修室 名

令和 年 月 日 七ヶ浜町地域包括ケア（出前講話）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子、草野佑典）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（角角田田梨梨紗紗子子、草野佑典）

七ヶ浜町吉田浜コミュニティセンター 名

令和 年 月 日 名取市小豆島地区地域包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（中山勇樹、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（中山勇樹、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市小豆島生活センター 名

令和 年 月 日 名取市名取が丘地区地域包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（中山勇樹、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（中山勇樹、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市名取が丘老人憩いの家 名

令和 年 月 日 仙台市南光台地区包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

仙台市南光台 丁目集会所 名

令和 年 月 日 仙台市高砂地区地域包括ケア 出前講話
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きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

仙台市高砂老人福祉センター 名

令和 年 月 日 仙台市葉山男塾 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子、、佐佐藤藤剛剛史史）

仙台楽生園・茶楽 名

令和 年 月 日 富谷市地域包括支援センターわかば 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

富谷市中央公民館 名

令和 年 月 日 一迫花山地域包括支援センター 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

花山オレンジカフェどんぐり 名

令和 年 月 日 大崎市田尻地区地域包括ケア市民講座（出前講話）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

大崎市田尻スキップセンター 名

令和 年 月 日 白石市保健福祉部 市民公開講座

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫、、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（香取幸夫、佐藤剛史）

白石市中央公民館 名

令和 年 月 日 仙台市台原地区地域包括支援センター 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

仙台市台原老人福祉センター 名

令和 年 月 日 仙台市虹ヶ丘地区包括支援センター 出前講話

16 
 

白石市役所大会議室 名

令和 年 月 日 仙台市五橋地域包括ケア（出前講話）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（高井俊輔、佐佐藤藤剛剛史史）

仙台市青葉区 本町スクエア 名

令和 年 月 日 仙台市ふれあいデイホーム事業（出前講話）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

南光台市民センター 階研修室 名

令和 年 月 日 七ヶ浜町地域包括ケア（出前講話）

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子、草野佑典）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（角角田田梨梨紗紗子子、草野佑典）

七ヶ浜町吉田浜コミュニティセンター 名

令和 年 月 日 名取市小豆島地区地域包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（中山勇樹、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（中山勇樹、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市小豆島生活センター 名

令和 年 月 日 名取市名取が丘地区地域包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（中山勇樹、佐佐藤藤剛剛史史）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（中山勇樹、佐佐藤藤剛剛史史）

名取市名取が丘老人憩いの家 名

令和 年 月 日 仙台市南光台地区包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

仙台市南光台 丁目集会所 名

令和 年 月 日 仙台市高砂地区地域包括ケア 出前講話
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きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子、、佐佐藤藤剛剛史史）

仙台市虹ヶ丘老人福祉センター 名

令和 年 月 日 石巻市山下地区包括支援センター 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

石巻市山下屋内運動場 名

令和 年 月 日 仙台市シルバーセンター 市民公開講座

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

仙台市シルバーセンター交流ホール 名

令和 年 月 日 東松島町高齢者支援事業 市民公開講座

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

東松島市コミュニティセンター 名

令和 年 月 日 仙台市南光台地区包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

南光台東集会所 名

令和 年 月 日 名取市ゆりが丘地区包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（香取幸夫）

名取市ゆりが丘公民館 名

令和 年 月 日 名取市那智が丘地区包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子）

那智が丘 丁目集会所 名

令和 年 月 日 仙台市高砂地区包括支援センター 出前講話
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きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子、、佐佐藤藤剛剛史史）

仙台市宮城野区出花集会所 名

令和 年 月 日 仙台市遠見塚地区包括支援センター 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子）

仙台市南小泉町内会館 名

令和 年 月 日 年耳鼻咽喉科月間 市民公開講座

難聴、耳鳴りと補聴器のお話し （鈴木 淳）

星陵オーディトリアム（東北大学医学部） 名

令和 年 月 日 第 回 仙台市医師会 市民医学講座

きこえを良くして、楽しい生活を （香香取取幸幸夫夫）

仙台市医師会館 階ホール 名 ※後日、仙台市 チャンネルで放映

令和 年 月 日 東北大学 読売新聞 市民のためのサイエンス講座

いつまでも、楽しく聴いて、美味しく食べるために （香香取取幸幸夫夫）

東北大学文科系総合講義棟 名 ※後日、読売新聞 放映

Ⅲ．医師を対象としたセミナー

令和 年 月 日 難聴に関する講演会（第 回日耳鼻宮城県地方部会）

小児難聴診療における医師の役割（中川尚志、九州大学教授）

内耳性難聴に関する基礎・臨床一体型多角的研究（藤岡正人、北里大学教授）

機能性難聴と －症例から教わったこと－（川瀬哲明）

ウエスティンホテル仙台 名

令和 年 月 日 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会秋季大会学術セミナー１

高齢者の難聴治療～補聴器の適正な普及を目指して～（香香取取幸幸夫夫）

パシフィコ横浜会議場 名
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きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子、、佐佐藤藤剛剛史史）

仙台市虹ヶ丘老人福祉センター 名

令和 年 月 日 石巻市山下地区包括支援センター 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

石巻市山下屋内運動場 名

令和 年 月 日 仙台市シルバーセンター 市民公開講座

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

仙台市シルバーセンター交流ホール 名

令和 年 月 日 東松島町高齢者支援事業 市民公開講座

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

東松島市コミュニティセンター 名

令和 年 月 日 仙台市南光台地区包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

南光台東集会所 名

令和 年 月 日 名取市ゆりが丘地区包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（香香取取幸幸夫夫）

いつまでも楽しく、美味しく食べるために（香取幸夫）

名取市ゆりが丘公民館 名

令和 年 月 日 名取市那智が丘地区包括ケア 出前講話

きこえを良くして楽しい生活を：難聴をチェックして正しく補聴しましょう

（角角田田梨梨紗紗子子）

那智が丘 丁目集会所 名

令和 年 月 日 仙台市高砂地区包括支援センター 出前講話
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【招待講演】

国内会議発表

（ ） 令和 年 月 日 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会東北地方連合地方部会

補聴医フォーラム東北

補聴器の基本と最新の話題 （角角田田梨梨紗紗子子、鈴木 淳）

東北医科薬科大学医学部

（ ） 令和 年 月 日 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会新潟県地方部会

学校保健研修会

成人難聴者への補聴器の購入費用助成と装用効果

日耳鼻における補聴器適正普及に向けた取組み （香香取取幸幸夫夫）

新潟大学医学部 新潟医療人育成センター

【その他の講演】

国内学会発表

（ ） 令和 年 月 日 第 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会宮城県地方部会

軽度～中等度の加齢性難聴治療の啓発 （香香取取幸幸夫夫、、角角田田梨梨紗紗子子、、佐佐藤藤剛剛史史）

東北大学医学部 臨床大講堂

（ ） 令和 年 月 日 第 回日本喉頭科学会総会ならびに学術講演会

宮城県の地域医療現場における、誤嚥性肺炎に関する講話のニーズ

（香香取取幸幸夫夫）

ホテルオークラ京都

（ ） 令和 年 月 日 第 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会ならびに学

術講演会

宮城県の社会福祉現場における、加齢性難聴に関する講話のニーズ

（香香取取幸幸夫夫、、角角田田梨梨紗紗子子、、佐佐藤藤剛剛史史）

福岡国際会議場
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５．社会活動 

  

本寄附講座の事業を通して得られる、難聴を伴う高齢者の社会生活や治療の

情報を、以下の団体における社会活動に活かし、本邦における難聴治療の向上

に資する提言を進めている。 

 

（1） 一般社団法人日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 

福祉医療（成人老年）委員会 （担当理事 香香取取幸幸夫夫） 

補聴器適正普及ワーキンググループ （座長 香香取取幸幸夫夫） 

加齢性難聴の治療の第一選択は補聴器の適切な装用と調節であるが、本邦では難聴

を自覚する人の 15％が用いているに過ぎない（欧米では 50％前後）。耳鼻咽喉科学会

の事業として全国的に補聴器の適正な普及を進めるうえで、難聴地域医療学講座の活

動から得られる難聴を伴う高齢者の方々の情報を供与している。 

 

（2） 公益財団法人テクノエイド協会 

補聴器協議会 （会長 香香取取幸幸夫夫） 

補聴器の装着後には、聴取音の響きや雑音の増幅に対して中枢が慣れるまで、適切

な調整と装用が必要になる。この段階が進まないことにより補聴器の満足度や使用率

が低下する。補聴器の調節は、十分な技量をもつ認定補聴器技能者、認定補聴器専門

店により実施されることが望ましく、この認定制度を運用するテクノエイド協会の補

聴医協議会の役割は重要である。認定技能者の制度が拡充することを目的に、本寄附

講座の活動で得られる地域の難聴治療の情報を同協議会の審議に活用している。 

 

 

【謝辞】 

 難聴地域医療学寄附講座の設置と運用にご協力をいただいた、東北大学大学

院医学系研究科八重樫伸生前研究科長、石井直人研究科長ならび関係の方々に

感謝を申し上げます。地域での講話活動に支援いただいた、宮城県長寿社会政

策課地域包括ケア推進班ならびに仙台市高齢企画課在宅支援係の皆様にお礼を

申し上げます。また寄付者であるマキチエ株式会社様に心よりお礼を申し上げ

ます。設置期間中に難聴の地域医療に関して十分な教育・研究・診療活動を行

い、本邦の難聴治療の発展に資する成果を得るよう努めてまいります。 
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【招待講演】

国内会議発表

（ ） 令和 年 月 日 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会東北地方連合地方部会

補聴医フォーラム東北

補聴器の基本と最新の話題 （角角田田梨梨紗紗子子、鈴木 淳）

東北医科薬科大学医学部

（ ） 令和 年 月 日 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会新潟県地方部会

学校保健研修会

成人難聴者への補聴器の購入費用助成と装用効果

日耳鼻における補聴器適正普及に向けた取組み （香香取取幸幸夫夫）

新潟大学医学部 新潟医療人育成センター

【その他の講演】

国内学会発表

（ ） 令和 年 月 日 第 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会宮城県地方部会

軽度～中等度の加齢性難聴治療の啓発 （香香取取幸幸夫夫、、角角田田梨梨紗紗子子、、佐佐藤藤剛剛史史）

東北大学医学部 臨床大講堂

（ ） 令和 年 月 日 第 回日本喉頭科学会総会ならびに学術講演会

宮城県の地域医療現場における、誤嚥性肺炎に関する講話のニーズ

（香香取取幸幸夫夫）

ホテルオークラ京都

（ ） 令和 年 月 日 第 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会ならびに学

術講演会

宮城県の社会福祉現場における、加齢性難聴に関する講話のニーズ

（香香取取幸幸夫夫、、角角田田梨梨紗紗子子、、佐佐藤藤剛剛史史）

福岡国際会議場
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６．添付資料

資料１ 市町村及び地域包括支援センター職員等支援者向け研修会

（令和 年 月実施の 研修会の講義スライドより抜粋。前半は難聴に関する講義

後半は誤嚥性肺炎に関する講義。）
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資料２ 高齢者ならびに支援者を対象とした市民公開講座（出前講座）

（令和 年 月石巻市山下地区包括支援センターでの講話スライドから抜粋。）
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資料３ 高齢者ならびに支援者を対象とした市民公開講座（講話風景）
※ 参加者の方々のご許可を得て撮影しています。

各地の集会所での講話（ ～ 人）
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講話＋聴力検査体験、嚥下スクリーニング検査体験
（～ 人）

地域の交流ホール等での市民講座（難聴、誤嚥性肺炎 人～）

地域包括支援の 研修事業での講話

（難聴、誤嚥性肺炎 人～）
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0.5% 4.3%

25.9%

34.1%

33.6%

1.7% １：悪い
2
3
4
５：良い

男
26%

女
74%

記載なし
0%

資料４ 年度 難聴地域啓発活動の受講者アンケート

「難聴」に関する啓発活動として、 年度は９市町村 会場、 年度は、 市町

村 会場で講話を実施している。

聴講者には、講話直後に講話に関する理解度や聞こえの状態等についてアンケート

を実施した。当初は、 問のアンケートを行っていたが、途中よりアンケートの改訂

を行い、従来のアンケートに 問追加しアンケートを行った。その結果を提示する。

①① 回回答答者者のの基基本本情情報報

１）回回答答数数 名

２）年年齢齢（平均± 、最小値―最大値）： ± 歳（ 歳― 歳）

３）性性別別 男性 名 ％ 女性 名 ％ 記載なし 名 ２％

大多数の参加者が女性であった。

４）現現在在のの家家族族・・同同居居のの状状況況

この項目は従来実施していたアンケートには含まれておらず、改訂したアンケー

トで質問項目に盛り込んだ。回答者数は 名となっている。

独居が 名 ％ 、家族と同居が 名 ％ 、その他 施設入所など が１名

％ 、記載なしが 名 ％ であった。

５）現現在在のの体体調調ににつついいてて（５段階評価 ５良いー１悪い 回答数 名）

１：悪い 名（ ）
２： 名（ ）
３： 名（ ）
４： 名（ ）
５：良い 名（ ）
記載なし： 名（ ）

・現在の体調は、比較的良好と回答
する例が大多数であった。

33



34

1：あり
34.8%

2：なし
64.9%

記載なし…

１．あり
21.5%

２．なし
78.0%

記載なし
0.5%

６６））１１年年間間のの耳耳鼻鼻科科受受診診歴歴のの有有無無（ あり・２なし）

１．あり： 名（ ％）、 ．なし： （ ％）、記載なし； 名（０ ％）

年以内に耳の症状 聞こえにくさ、耳の詰まり感など で耳鼻科受診をした例は、

回答者数全体の２割程度であった。

７７）） 年年以以内内のの聴聴力力検検査査のの有有無無

（改訂版アンケートの追加した項目 対象 名 あり・２なし ２択）

この項目は従来実施していたアンケートには含まれておらず、改訂したアンケー

トで質問項目に盛り込んだ。回答者数は 名となっている。

あり： 名（ ％）、 なし： 名（ ）、記載なし： 名 ％

・回答者数の が 年以内に聴力検査を受けていなかった。。
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１：短すぎる…

2…

3
63.3%

4
12.4%

５：長すぎる…

記載なし…

② 講講話話のの感感想想

１１））講講話話なな内内容容のの理理解解度度（（５段階評価 良く理解できたー全く理解できない）

１：全く理解できない… 2
0.7%

3
6.5%

4
18.9%

５：よく理解で…

記載なし
8.0%

１：全く理解できない 名（ ）
２：４名（０ ）、
３： 名（ ）、
４： 名（ ． ）、
５：良い 名（ ）
記載なし： 名（ ）であった。

今回の講話の内容は、理解できたと回答する例が大多数であった。

講講話話のの時時間間（５段階評価 長すぎるー短すぎる）

１：短すぎる 名（ ）
２： 名（ ）
３： 名（ ）
４： 名（ ）
５：長すぎる 名（ ５ ）
記載なし： 名（ ）であった。

今回の講話の時間は、ちょうど良いと回答する例が大多数であった。

講講話話でで配配布布ししたた資資料料のの理理解解度度（５段階評価 良く理解できたー全く理解できない）

１：全く理解できない…
2

0.3%
3

9.8%

4
22.0%

５：よく理解できた…

記載なし
6.2% １：全く理解できない 名（ ）

２： 名（ ）
３： 名（ ）
４： 名（ ）
５：良い 名（ ）
記載なし： 名（ ）であった。

今回の配布した資料の内容については、理解できたと回答する例が大多数であった。
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③③ 講講話話のの感感想想、、要要望望ななどど（（自自由由記記載載、、抜抜粋粋））

歳の母についてきなっているので本日受講しました。大変参考になる内容で良かったです。
問題は本人の自覚がないところ、プライドを傷つけることなく受診いつ投げたいと思います。

歳ですが、音は聞こえるが言葉が聞き取れないことがよくあり、とても興味深い内容でした。
検診でも再検査になることなく、今日の周波数のテストでも まで聞こえましたが、実生
活では聞き取れなく仕事に支障が出る時があります。大変勉強になりました。ありがとうござ
います。

歳にわかりやすい話でした。
特に耳掃除、イヤホンの使い方についたありがとうございました。

改めてじぶんの耳に自信がないことに気づきました。
夫にも今回の話を聞かせたかった。早めに受診します。

夫が両耳に使用しているのですが、耳に会うようになるまでなかなか難しく何度調整に通った
変わりません。でも使用しなかったら生活が大変思えます。私も 年ほどまえ突発性難聴にな
り左耳が全く聞こえなくなりました。右が結構しっかりしているので、なんとか普通に暮らせ
ます。

ありがとうございました。補聴器をつけて明るく生きていきたいと心がけております。

一般向けの講演。聞こえが悪くなった場合のトレーニングがどうすれば聞こえが良くなるか、
といった話をしてもらいたかった。本日は空振り三振でした。

今ままで耳の話を他人事の様に聞いていた。勉強になった。

お話がとても聞きやすかったです。私も話し方に気をつけようと思います。

海外メーカーの補聴器と日本メーカーの補聴器では品質のレベル差が大きですか？値段も落差
が大き様に思います。

加齢と共に聞こえなくなるようなので、一度耳鼻科を受診してみようと思います。大変勉強に
なりました。ありがとうざいます。

簡単なメモが欲しいと思った。

聞きづらい場面が多かったです。

聞こえが悪くなり気になって聴講しました。聞こえチェック、耳の構造からトレーミングまで
全般のお話がとても参考になりました

聞こえにくい家族との関わり方についた教えていただきありがたかったです。実践していこう
と思います。
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これから先のこと参考になりました。早めの相談を考えていきたいです。

今後聞こえが悪くなったら受診して適切な処置をしたいと思います。

参加してよかったです。自分の話が聞こえない時があるので、すごく良かったです。

とてもわかりやすい説明でした。耳の聞こえ方の悪い方に対してどの様に対応したら良いかと
思っていたので、とても良くわかりました。聞こえのトレーニングがわかれば自分が聞こえな
くなった時に対処できるかなと思います。ありがとうございました。

生活に不自由はないが耳鳴りがするため耳鼻科に通院している。結果は治らないと言われたが、
とても苦い薬を処方された。治らないに・・・。しかし本日の講話を聞いてとてもわかりすく
勉強になった。気持ちの面でも不安があっ が講話を聞いて安心することができて良かった。あ
りがとうございました。

義母の付き添いで来ました。聞き取りやす話し方に気をつけたり、復唱のトレーニングを一緒
にしたりしたいと思います。

補聴器について知らないので参考になりました。
補聴器の使用のことが良かったです。
補聴器を使って講話を聞いたのでよく理解できた。
補聴器の調整に数ヶ月かかるのは初めて聞きました。

補聴器をすでに使っています。重宝しています・行政の補助を切に希望します。補聴器は永久
的に使えると思っていましたが、 年くらいと言われ困っています。

本当にわかりやすお話しされていて大変良かったです。耳の聞こえで不便を感じる人も多いと
思いますが、その家族の人もストレスを感じていると聞きましたから、自分も聞こえづらく
なったら周りの人のことも気づかえる様にしたいです。

補聴器のことについてのお話は大変勉強になりました。
補聴器をいれたばかりなので今日のお話はとても参考になり理解できました。
補聴器をつけた 代男性に脳がなれるまで時間がかかるお話を伝えたいと思います。贅沢な講
話ありがとございます。
補聴器を実際に使っている人の話があるとやはり良い。説得性があると思う。
補聴器を装用していますが、常用し慣れことも必要であるとで常用したいと思います。

主人が難聴と言われ長年なのですが、先生の話を聞いて目からウロコというか、このような話
は初めてなので、これから日常生活か、家族ともに考えて生活していきます。何人かの耳鼻科
の先生からは高齢のためですねみたいな答えだけで、残念でした。

耳鳴りがあり、 歳〜今 歳困っています。病院が怖くてなかなか行けませんが、耳鼻咽喉科
に行こうと思いました

夫の会話、レンジの音、お湯が沸いたやかんの音が聞こえづらい。歳のせいとしないで受診し
ようと思いました。
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資料５ 医師を対象としたセミナー

（令和5年11月18日 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会秋季大会学術セミナー１、

高齢者の難聴治療～補聴器の適正な普及を目指して～ 発表資料より抜粋）
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